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 富山工場で 2007 年に ISO14001 を取得し本年度で 10 年目を

迎えました。10年に渡る環境保全活動の中で、富山第 2工場へ

サイトを拡大することで活動範囲も富山工場から富山事業所へ

広げ、また、活動内容についても、LPGから都市ガスへのエネ

ルギー転換による省エネ化、金属ゴミのリサイクルによる廃棄

物埋立率の削減に社員と共に取り組んでまいりました。 

環境マネジメントシステムである ISO14001 におきましては、

2015年に大幅な改定が行われ、従来のマネジメントシステムか

ら比べより事業活動と環境マネジメント活動との一体化が求め

られるものとなっており、個々の組織での環境負荷低減の考え

方から、資源のライフサイクル全体での環境への負荷低減を考

えることが重要となってきます。 

今期は 2015年度版の教育と移行を実施し、製販一貫型という製

造から販売までを行う企業として、ライフサイクルの視点から

新たなステージに向けた環境活動に取り組んでまいります。 

 

㈱富士薬品 生産事業本部長 

 萩原 彰人 

生産事業本部長 ご挨拶 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社 富士薬品 生産事業本部では、環境方針に基づいて環境活動を推進しています。 

環境基本理念 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㈱富士薬品 富山工場は 2007年 5月認

証を取得、2013年 5月に富山第二工

場へのサイト拡大を行い、株式会社富

士薬品 生産事業本部として、認証を

取得しました。2016年 5月には 3回

目の更新審査を受けました。 

2018年には 2015年度版での認証取得

予定です。 

 

※１ ISO14001：国際標準化機構（ISO）が作製し

た国際規格。 
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2016年度の環境目標は環境方針をもとに、生産事業本部 全体の目的・目標及び実施計画を立案しま

した。3ヵ年ごとに計画を設定し、取り組みました。 

今年度、富山第二工場は省エネルギー対策について、目標値をクリアしました。 

廃棄物埋立率削減については、目標達成は出来ませんでしたが、資源化、リユース化で発生量を減ら

していきます。 

グリーン購入推進については、業務グループの取り組みと社員 1人 1人の意識の高まりにて、目標達

成しました。 

今後はこの結果を活かし、目標設定の精度を向上させて活動を推進してまいります。 
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2016年度の実績 

  集計範囲：㈱富士薬品 富山工場，富山第二工場  
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有価物 

排出量有価物 

排出量 

エネルギー 

電力 12,575 千 kWh 

LPG     184 ㎏ 

    

都市ガス1,248,841 ｍ
3
 

軽油       0.83  kL 

      

大気 

CO
2
    10,752 ｔ 

排水 

排水量   35,443  m
3
 

BOD 

(生物化学的酸素要求量） 

       1.7ｔ 

SS 

(浮遊物質） 

       0.5ｔ 

廃棄物  

排出量     741ｔ 

再資源化量   124ｔ 

  

最終処分量   101ｔ 

埋立率    13.7  % 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

開発 

 

生産 

 

物流 

用水 

地下水  295,512 ｍ
3
 

上水       2,005  ｍ
3
 

化学物質 

PRTR 対象物質 

紙 

コピー用紙     0.43ｔ 

※コピー用紙 4.1ｇ/枚 で算出 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

省エネや廃棄物削減など環境負荷低減を目的としたカイゼン活動に取り組んでいます。 
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１０ 

● 電力使用量 

事業活動における電力使用量は富山工場では

5,326千 kwh（前年度比：+1.0％）でした。これは防

虫対策による空調機など稼働時間増加による影

響です。富山第二工場は 7,510千 kwh（前年度比：

+2.8％）でした。これは生産数量増加(28.7％)、空

冷チラーへの放水冷却導入などによるものです。 

● CO2排出量 

事業活動における CO2排出量は富山工場では

4,133t-co2（前年度比：-3.3％）でした。富山第二

工場では 6,619t-co2（前年度比：-1.6％）でした。

両工場共に新電力からの部分供給を開始したこと

が影響しています。 

 

● 燃料（原油換算）使用量 

事業活動における燃料使用量は富山工場では

457kl（前年度比：+4.0％）でした。これは空調機の

稼働時間の増加が影響しています。富山第二工

場では 1,010kl（前年度比：-1.2％）でした。これは

ボイラ配管の放熱対策導入などによるものです。 

 

● 総エネルギー（原油換算）使用量 

事業活動における総エネルギー（原油換算）使

用量は富山工場では 1,827kl （前年度比：

-1.7％）でした。これは空調機の稼動時間の増

加が影響しています。富山第二工場では

2,941kl（前年度比：+1.4％）で生産数増加による

ものです。 

（年） （年） 

（年） （年） 



 

 

 

事業活動における、2016年度の排出量は、生産事

業本部全体で、731,398㎏（前年度比：＋5.1％）で

5.1％増加しました。内訳は、富山工場で 557,186kg

（前年度比：＋6.4％）で 6.4％の増加、富山第二工場

では、34,176kg（前年度比：-8.9％）で 8.9％削減とな

りました。 

 

産業廃棄物増加の要因は、透明ガラス瓶（前年度

比：＋15.5％）とＰＴＰアルミフィルム（前年度比：＋

9.2％）の増加によります。また昨年まで増加傾向で

あった期限切れ製品については、営業部の努力もあ

り減少しました。 

 

また、排出の種類についても調査し来期以降埋立て

率での評価についても、課題としています。 

 

 

 

 

※富山第二工場は 2012 年よりサイト拡大と共に対象となった為、前年度数量より記載 

※共通項目（一般廃棄物、リサイクル品、有価物）については、2013年より集計を開始 

■総排出量と総再資源化量 

2016年度                                     （kg） 

 

※再資源化は固形燃料化及び選別により再利用が可能となるもの、減容化は廃棄物中間処理施設等で最終埋め立てされる量が減量された総

量を示し、その合計量を総再資源化量としております。                        

※（）内の数値は総排出量に対する各量の比率を表す。 

 

生産事業本部の総排出量は 731,398kgであり、再

資源化量と減容化量を合算した総再資源化量は

631,022kg（86.3％）、最終処分量 100,376kg（13.7％）

となりました。 

 

総排出量 731,398 557,186 34,716 139,496

再資源化量 124,151 ( 17.0% ) 30,290 ( 5.4% ) 4,555 ( 13.1% ) 89,306 ( 64.0% )

減容化量 506,871 ( 69.3% ) 449,172 ( 80.6% ) 12,528 ( 36.1% ) 45,171 ( 32.4% )

最終処分量 100,376 ( 13.7% ) 77,724 ( 13.9% ) 17,633 ( 50.8% ) 5,019 ( 3.6% )

総再資源化量 631,022 ( 86.3% ) 479,462 ( 86.1% ) 17,083 ( 49.2% ) 134,477 ( 96.4% )

生産事業本部 富山工場 富山第２工場
共通項目

（一般廃棄物／リサイクル）

【廃棄物排出量】 

（kg） 

（kg） 

（kg） 

【廃棄物排出量（内訳）】 

（年） 

（年） 

１１ 



埋立量の増加については特定の製品の生産数の増加により、透明ガラス瓶、ＰＴＰアルミフィルムといった埋立

率の高い廃棄物も増加したことに起因します。 

生産事業本部全体での、産業廃棄物、一般廃棄物、リサイクル品（ケース、段ボール等）の比率については、

産業廃棄物 79.8％、特別管理産業廃棄物 1.3％、一般廃棄物 6,8％ 有価物（金属）1.2％、リサイクル品（段ボ

ール、ケース）6.5％、リサイクル品（古紙）4.3％であり、全体の約 90％が廃棄物として処理がされている。産業

廃棄物の排出の割合については前年度と同程度でした。 

 

 

廃棄物増加の要因は、使用期限切商品が主なものであり富山工場において、使用期限切商品を除外すると排

出量が約 1/4の量が純粋は排出量でした。最終処分量については、富山工場から排出される、脱水汚泥（排

水処理施設からでる汚泥）とプラスチック類といった廃棄物に関して減容化やリサイクルがなされていないこと

が挙げられます。これらについて廃プラスチック類のリサイクルを課題としてとりくみます。 

【富山工場全体の排出量等】 

 

【使用期限切れ商品を削除した時の排出量等】 
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【総排出量】（kg） 

【総排出量】（kg） 



廃棄物フロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■廃棄物の管理 

   

 新規契約候補である業者２社(蛍光灯リサイクル業者、期限切れ商品リ

サイクル業者)を訪問し、処理工程や保管状況の確認に加え、マニフェス

ト等の審査を実施し、適切に処理が行われていることを確認しました。リ

サイクル率を高めて廃棄物埋立て率の低減を進めています。来季以降

も委託業者への定期的な訪問、新規処理業者等の使用時に調査を行う

ことにより、さらに質の高い管理を目指しています。 また、廃棄物業者

訪問後は環境保全委員会等の場で各委員への情報の共有化を図ることで今後の活動へと繋げることを継続し

て実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ケース添付文書のリサイクル 

 古紙回収業者によるリサイクルを実施しており、2016年は古紙で 31,990kg、段ボール類で 48,210kgのリサイ

クルを実施しました。 

 

 

■金属等の有価物化 

 金属等の有価物については、2016年度で 9,106kg となりました。 

 

 

 

廃棄物一時保管場所 
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● 富山工場 

事業活動における年間排水量は 14,592ｍ
3
（前年度比：-22.6％）、BOD（生物学的酸素要求量）排出量は 22kg

（前年度比：+35.0％）、SS（浮遊物質量）排出量は 12kg（前年度比：-17.8％）でした。 

2011年に廃水処理装置の更新を行い、オゾン旋回噴流システムを導入して公共水域への負荷軽減を図って

います。 

 

● 富山第二工場 

事業活動における年間排水量は 20,851ｍ３（前年度比：+14.6％）、BOD 排出量は 1,674kg（前年度比：+26.5％）、

SS排出量は 477kg（前年度比：-12.0％）でした。公共下水道への排水がほとんどになります。排水経路に PH

調整装置を導入し、pH安定化を図っています。 

※排水量は下水と排水の合算値 

製品やサービスを購入する際に環境を考慮し、必要性を良く考え環境の負荷をできるだけ少ないものを選

定することの推進を行ってきました。目標値をグリーン購入率 49.0％として取り組んだ結果、 

53.8％となり、目標を達成することができました。この結果を受けて来年以降もさらに向上を目指して取り組

みを続けてまいります。 
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（円） 

富山工場 富山第二工場 

（㎥） 
（㎥） 

（年） （年） 

（kg） 
（kg） 



 

 

 

 

 

 

事業活動における 2016 年度の化学物質使用量は、

例年と比較して富山工場ではアセトニトリルが増加

傾向に、富山第二工場では減少傾向にあります。

昨年度も報告した様に EOGは使用工程が無くなっ

た為、今年度も 0kg となりました。ホルムアルデヒド

も減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

事業活動における 99％エタノールの使用

量は 35,470Lとなり、前年度比（-13.2％）

の使用量削減になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

2016 年度は近隣住民からの苦情はありませんでした。今後も苦情が出ないよう、注意を払っていきます。2017

年度には清掃美化活動の企画をするなど積極的にコミュニケーションを図っていきます。 
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（年） 

（年） （年） 

（年） （年） （年） 

（年） 

（年） 

（年） 



 

 

 

 

◎コンプライアンス研修 

企業のコンプライアンスが強く求められる昨今、弊社でもコンプライアンスについての教育に力を入れておりま

す。 

DVD研修や社内報を利用して、ケーススタディを中心にそれぞれの立場や階級に応じた段階的な教育を行うこ

とで全従業員に意識づけを行い、健全な企業であり続けられるよう努めています。 

  

＜2016年度実施例＞ 

〇DVD研修 

 ・下請法違反、労働基準法違反、インサイダー取引、個人情報漏えい、ハラスメント全般 

（主任以上対象） 

 ・会社情報の取扱い、ハラスメント全般（全社員対象） 

〇社内報での啓蒙 

   月 1回発行される社内報では、毎月テーマに応じた解説コーナーを設けて社内への周知を図っています。 

 

◎内部通報窓口の設置 

 法令違反、社内不正、ハラスメント等に関しての相談・内部通報を受け付ける制度を確立しています。 

 専用ダイヤル、専用アドレスを設けて相談者・通報者の立場を守りながら解決に努めます。 

 

 

 

 

年に一度、全従業員を対象として、専門家を招いてメンタルヘルスに関する講演を実施しています。2016 年度

は「職場でいきいきと働くために」と題して BASICPh モデルを軸にストレスへの向き合い方、対処法などをお話

しいただきました。 
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この報告書に関するお問い合わせ先 

 

(株)富士薬品 生産事業本部 ISO事務局 

 〒939-2721 富山県富山市婦中町板倉 682番地 

 TEL；076-465-3240  FAX；076-465-3241 

 

報告書発行年月：2018年 1月 


